
















































































































































































































































































































































































b292 d200 a185c108 f18．4
b253 a203 c203d63?? f23．9
a284 b284 c159d8．Oe80f113
a17．8 b178 c156 e15．6 d111 f221
b182 a152d13．6 e136c106 f288
a212 c21．2 b192 e154d77f153



















































































c34．8 b26．1 d21．7 a17．4
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c34 d24 a23 b18
c32 a27 b22 d19
c38 a22 b21 d191
c47 bl9 d］8 a16
f2
a50 c18 d17 b13
f2
d30 a27 c22 b19
a52 c31 b11a6



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































a23　　　　　　b23 d20 c18 e16
d29 c24 b20 e18 a10
d26 a24　　　　　b19 c17 e14
b27 d26 e22 c18 a8
b39 a20 e18 c14 d8


























a53 b22 c12 　　　　｛d12
e2
a48 b24 c16 d10
e2
a43 b27 c17 d11
e2
a52 c20 b13 d13
e2
a42 c26 b25 d5
e2



















d27 a24 b23 一一　一一一　c17 e9
d32 b28 c19 a18 ?
b30 a29 d18 c13 elO
b30 d29 a22 c10e9
d35 c20 b工8 a17 e10
b31 d28 a21 c13e7



























































































c27 a22 e20 d13f7?98
a26 e22 c15 d14 b12f596
92
a23 d23 e21 c17 b7f7
c24 a22 e20 d10b8f6 910
a26 c19 b17 e15 d10f796
a28 c13 d13 b10e10f6 920
a30 c20 b17 d7e7f7 912
図F－12　業種別
（％）
　「学生時代にやっておけばよかったと思うことは何で
すか」という質問に対して，dの「学校以外での勉学」
が25％で一番多かった。この中で，具体的には「スポー
ツ・習い事．自己探求・友だち作り・アルバイト」など
をあげている。
　続いて，cの「あそび」20％，　eの「海外旅行」16％
である。しかし，これらは就職してからでもできること
ではなかろうか。意外なのは就職すれば，「あそび」も，
「海外旅行」もできないと考えている者が多いことであ
る。それはやはり，わが国の企業体質がいまだに個人よ
りも企業という組織を優先して運営されており，その中
に個人が埋没させられているからだと言えるのではなか
ろうか。色々な意味において，わが国の企業も従業員
も，組織という「場」をぬきにして「個」は存在しにく
いと考えているのであろう。
　日本人は，余暇の利用法があまり上手でないといわれ
ている。しかし，現代の女子職員の実体は，休日や休暇
を有意義に利用していることが，（2）（F－一一3）や（4）（F
；7）のデータから汲み取ることができる。
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　有給休暇を有効に利用し，海外旅行へ出かける女子職
員は，今では珍らしくはない。従来は，職場環境や労働
条件，まわりへの気配りをしながら，総合的に判断し，
休暇を取るケースが多かった。日本人の余暇のとり方は
これまであまり自由とは言えなかったが，現在の彼女た
ちは，仕事と余暇の使い分けを明確にするようになって
きており，さらに余暇の中には仕事を持ち込まない，と
いう特徴が見られる。彼女たちは多忙な中でもなんとか
時間をやりくりして余暇を楽しみ，フラストレーション
の解消を図ろうとしている。
　彼女たちは，労働をするのにふさわしい心身をつくり
出す為にリフレッシュを考え，いろいろな方策を見い出
している。将来のことではなく，今をいかに豊かに，生
活するか，そして，また，和やかに楽しく過ごすかを考
えているように思える。つまり，彼女たちは，刹那的に
その生き方を方向づけているのではないかと思われる。
それとは対照的に，適切な余暇の利用法もわからず，た
だひたすら働く者も，まだ数多く存在している。働く者
が，生き生きとした充実感をもつには，余暇の有効利用
が不可欠になる。そのためにも，各自が生活や人生のリ
ズムをつくり，さらに，それぞれに合った生活や人生の
目標をもつことが大切である。
　以上のことをみてくると，女子職員は，休暇を自分の
為に上手に利用していることを窺い知ることができる。
人々の欲求や関心が変化し，さらに社会も変化するにつ
れて，余暇の内容も変わってゆくにちがいない。そし
て，これから先も，多分，彼女達が余暇利用の，リーダ
ーシップを取ってゆくことであろう。
　　　人事担当者に行った調査結果とその概要
人事担当者に対して行なったアンケート調査では企業
として応えにくい質問が多かった為か，194社中60社の
回答しか得られなかった。
　人事担当者に行った調査質問項目は，本文の末尾に一
括して掲載したので参照して頂きたい。（なお，それぞ
れの質問項目の冒頭及び図に付いているB1，　B　2，
B3………等の記号は，『人事担当者用』の調査質問用
紙に記載されている記号である）
B1　女子職員を採用する場合のポイント
　この質問に対する回答は，予想した通り，aの「健
康」が24％で，eの「明朗」と同様，一番多かった。
　どの職場においても，丈夫で長持ちする者（健康な
者），「明朗」である者を望んでいるのは当然のことと言
える。「健康」で「明朗」であることが，働く場合の基
本なのであろう。
　二番目に多かったのが，fr素直さ」の24％であっ
た。わが国の各職場では，人間関係を特に重んじている
　　　　　　　O
a健　康
el明朗さ
f　素直さ
9数年以上の勤務
j学校の成績
b」見11fl矢11il，1！L
c技　能
h容　姿
d資格の有無
i身内の紹介
k条件はない
1その他
50 ユ00（％）
図　人事一1　女子職員を採用する場合のポイント
ので，その結果として，協調性を求めているのである。
「素直さ」は，それぞれの企業で働く者を，自企業に合
わせて教育訓練，指導を行う場合に極めて重要なファク
ターになるからである。自社の一員に同化させるために
は「素直さ」は不可欠な条件なのである。いわゆる「ウ
チ」と「ソト」の考え方（習慣）が根強く残っている，
と言える。
　こう見てくると，女子職員を採用する際のポイントは
「健康」・「明朗さ」・「素直さ」という図式になってくる
ようである。
　上記の，内面的条件が採用の条件になっているが，9
の「数年以上の勤続」を望む企業が12％と目立ってい
る。従来の企業は，女子職員を補助者，あるいは腰かけ
的人員として雇用していたが，日本経済の発展につれ，
また，男女雇用機会均等法施行以来，特に女子職員を，
企業の戦力化に必要な一員として考えるようになったの
は特筆することであろう。ただし，未だに補助的業務
が，中心になっている。
　b「専門知識」の4％，c「技能」の4％，　d　「資
格」の1％は，予想以上の低いパーセンテージであっ
た。これらは，職務遂行上必要な条件と考えられるが，
企業側は，殆んど重きをおいていない。
　ただし，これが，男子職員の場合には同じパーセンテ
ージにはならないであろう。女性は，「専門知識」や
「技能」よりも，女性としての性格的特性に重点が置か
れていることが窺える。このような背景から言って，女
子職員は，男子職員と異なり，いわゆる一一般事務（主と
して雑事務）が業務の中心になっているようである。
B2　通勤時間について
　「女子職員を採用される際に，通勤時間について考慮
されますか」という質問に対し，「考慮する」と答えた
企業が全体の83％を占めた。集計の結果，企業側が考え
ている理想的な通勤時間は，平均52．8分であることがわ
かった。女子職員の実際の平均通勤時間は62．3分であっ
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　図　人事一2　通務時間を考慮しているか（B2）
た。その差は10分程度である。このことからも，企業側
は採用時に通勤に要する時間をかなり考慮していること
がわかる。また，B2一③の「自宅通勤を優先させてい
ますか」，との質問に対し，「はい」と答えた企業は，56
％であった。優先させている理由としては，cの「健康
を害しやすくなるから」が42％と最も多かった。
　通勤時間が長いと疲労が重なるために，健康を害しや
すくなるのは，医学的にも言われていることである。
図　人事一一一・3　自宅通勤を優先させているか（B2一③）
o「はいと答えられた場合にのみ，その理由を，下記の
記号から選んで，○で囲んでください」
　　a．時間にルーズになるから
　　b．何かあったときに責任が持てないから
　　c．健康を害しやすくなるから
　　d．仕事に集中できなくなるから
　　e．その他
図　人事一4　通務時間を考慮している理由
　　　　　　　（B2一③一一a）
　B3では，「貴社では女性職員をどのような職種に配
属しておられますか」，という質問を行った。
　女子職員が就いている職種を5つ拳げてもらった結
果，1位は「一般事務」，2位「営業のアシスタント」，
3位「窓口（カウンター・…一レディ）」，4位rOA機器のイ
ンストラクター」という順であった。なお，業種別の違
いにより，かなりのばらつきが見られた。
　この順位からもわかるように，やはり，「一般事務職」
に従事している女子職員の占める比率が高い。
　また，2位の「営業のアシスタント」の場合にも，女
性に営業そのものの業務を完全に任せているわけではな
く，営業業務のメインは男性職員が行い，女性職員は，
あくまで補助役としての業務を遂行しているにすぎな
い。
　このことからも，日本企業の体質は，まだまだ男性職
員が中心になっていることがこのデータからも読みとれ
る。
　B4「男性職員及び，女性職員の1カ月の平均残業時
間はどれくらいですか」という質問に対して，興味深い
男子職員
女子職員
　　（未婚）
女子職員
　　（既婚）
0 ユ0 20
25
12
11
30（ll，S…ll」）
図　人事一一5　1カ月の平均残業時間（B4）
データが得られた。上のグラフからもわかるように，男
子職員の1カ月の残業時間が平均25時間であるのに対
し，女子職員は未婚者・既婚者に関わらず，平均11～12
時間という結果であった。
　男女職員とも，通勤時間にそれ程の時間差はないもの
と推測されるが，やはり日本的職場の特質である，“男
性中心の職場”という考え方がこのデータからも窺がい
知ることができる。
　ここでも，やはり女性は，脇役ということであろう
か。
　C5「退職の理由で最も多いのは何ですか」という質
問に対して，男性は，dの「転職」が47％とほぼ5割近
くを占めたが，女性はcの「結婚」が63％と群を抜いて
トップであった。
　企業側は，女子職員に結婚後も勤続してほしいと望ん
でいるにも拘わらず，実際には退職してゆく女性が多い
ことに着目する必要がある。女性の意識の中には，やは
り，まだ，結婚したら家庭に入るという社会通念上の意
識が根強く残っているのか，それとも，日本の職場の体
質が，女子職員に結婚後は勤めにくい環境にあるのか，
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いずれにしても，「結婚退職」という日本的風土に根ざ
したこの言葉は，当分消えそうにもない。
　C2「貴社では，女性職員に結婚してからも勤めてほ
しいと思われますか」
a．はい b．いいえ
　　　　　　　　　（％）
図　人事一6（C2）
C5「退職の理由で最も多いものは何ですか。下記の
　　記号から選んで○で囲んで下さい」
　a．健康上　　b．定年　　　c．家庭の事情
　d．転職　　　e．その他
〈男性〉
図　人事一7（C5）
a．健康上　　b．定年　　　c．結婚
d．出産　　　e．家庭の事情
f．転職　　　9．その他
〈女性〉
図　人事一8（C5）
E1「貴社では仕事の面において男女差があると思わ
　　れますか」
　　　　　　a．はい　　b．いいえ
図　人事一9（E1）
　E1の「貴社では仕事の面において男女差があると思
われますか」，という質問に対して，「はい」と，「いい
え」という回答はそれぞれ50％ずつであった。
　具体的な差については，　「男性は総合職，女性は一般
（事務）職」と言い切る企業が目立った。また「ジョブ
n・一一テーションによる能力開発」や「昇進」等にも差が
出る，と回答している。
　E2「貴社では女性の能力及び適性をどのように評価
　　　しておられますか」
　　a．雑用程度　　b．一般事務　　c．受付
　　d．職場の花　　e．男性と同等
　　f．その他
　　　　　　　（％）
図　人事一9（E2）
　E2の「貴社では女性の能力及び適性をどのように評
価しておられますか」，との問いには，“具体的な差”と
して，女性は一般事務職として位置づけている企業が40
％にものぼっている。これに対し，30％の企業が男性と
同等と答えているが，これは業種別によるばらつきと，
あくまでも表向きのジェスチャーとして受け取れる。い
ずれにせよ，男性の行う業務と女性のそれとが予め区別
されている，という印象が強い。
　E3の「貴社では能力のある女子職員に対して，昇進
などの機会を与えておられますか」，という質問に対し
て，86％の企業が「はい」と答えている。
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　このうち約7割の企業が，「男性と同等」に昇進など
の機会を与えている，と答えている。しかし，実際に管
理職についている女子職員は，男子職員に比べるとまだ
まだ少ない。今後の課題として，女性の能力の開発，企
業側による女性管理職登用の制度化等が望まれる。
　また，それと同時に，女性の職場における仕事に積極
的に取り組む姿勢についての意識改革も心要である。
　E3「貴社では，能力のある女性職員にたいして昇進
　　　などの機会を与えておられますか」
　　　　　　　a．はい　　b．いいえ
図　人事一一10（E3）
F1「秘書課・秘書室への配属はどのような点に重き
　　をおいて決めておられますか」
　a．本人の希望
　b．秘書にふさわしい資格を持っている
c．学歴が高い
e．適性がある
9．判断力が優れている
i．信頼性がある
　　　　　　　」2
d．人格重視
f．機転がきく
h．明朗である
j．その他
図　人事一11（F1）
　「秘書課・秘書室への配属はどのような点に重きをお
いて決めておられますか」という質問には，機転がき
く，明朗・信頼性といった適性を備えた人を求める企業
が多い。
　配属にあたり，企業側が留意している点は，学歴や本
人の希望よりも適性を重要視しているということであ
る。
　「どのような資格が必要だと思われますか」という質
問に対しては，aの「秘書検定」の35％を筆頭に，　dの
「ワーフ゜ロ検定」の20％，bの「ペン字検定」の20％で
あった。これらの資格は，秘書業務に直接結びついてい
oどのような資格が必要だと思われますか。下記の記号
から選んで，○で囲んで下さい。
　　a．秘書検定　　　　　　b．ペン字検定
　　c．英語検定　　　　　　d．ワープロ検定
　　e．コンピュータ関係の検定
　　f．簿記検定　　　　　　9．珠算検定
　　h．その他
図　人事一12
るから必要とされるのであろう。
　最後に，「今後，職場において働く女性に，何か望ま
れることはおありですか」，という質問をしたところ，
「今の仕事に不満だけを言うのではなく，仕事に対する
積極性・向上心を持ってほしい」，との意見が多かった。
次に，「物事を感情でとらえず，寛容な心で，客観的な
見方ができれば，より一層女性の職場における評価，必
要性が高まってくる」という意見もあった。さらに，
「女性の存在は職場の雰囲気を和やかにする力がある。
男女間に待遇上の違いはないが，仕事の上で特性の差が
あることを理解してほしい」，という意見が印象深かっ
た。
　女性に適した仕事，あるいは，女性でなければできな
い仕事があることは確かである。女性という特性を生か
して，それぞれの職場で飛躍していくことが当面の課題
と言えるのではなかろうか。
　人事担当者（採用者側）の女子職員についての回答結
果の要旨は，次のようなものであった。
　①結婚までの腰掛け的な考え方ではなくて，企業のも
つ社会的役割の理解及び企業内での社会人としての個々
の人生の充実等をはかること。②受身の姿勢ではなく，
もっと能動的な態度で仕事に取り組むこと。③女性だか
らという甘えを排除すること。④現実の社会に対する認
識が甘いのみならず，企業は仕事をする場所だという基
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本的常識さえも十分でないので，プロの意識を持って仕
事に取り組むこと。⑤仕事に慣れた時点での退職者が多
いので，この点を企業サイドに立って考えること。⑥女
性という甘えを伴なったイメージからの脱皮をはかるこ
と。⑦共同生活を行うための礼儀，作法を十分に身につ
け，おおらかで，明るく，素直であること。⑧5～6年
は勤務すること。
　社員構成は，どの企業も男性優位型である。女子職員
は，男子職員と比較して，まだまだ職業意識が欠如して
いるようである。
　筆者が5年前に行った調査（「秘書科学研究」第1号
p．18）でも，「結婚すると職業意識が低下するから」と
いう回答が48．7％にものぼっている。可成りの数の女性
が職場を単なる結婚までの手段のための場として捉え，
人生の一通過点にすぎない，と考えていることは歪めな
い事実である。
　職場では，その組織の一員としての責任と自覚をもっ
て働かなければならないのは男女共に不可欠の条件であ
る。
むすび
男女雇用機会均等法が施行されて6ケ年が経過したと
はいえ，まだまだわが国の企業の体質は男性中心社会で
あり，女性を，男性の補助者，サポーターとしての役割
と考えている向きが強いように思われる。女性の結婚後
のハンデを，現在の企業の上層部や男性が十分に理解
し，再教育を施し，意識の改革を行った上で，対等のパ
ー トナーとしての任務を負わせることこそが，女性を戦
力として活用するための最善の方策であるように思われ
る。もっとも，女性自身も戦力としての人材の自覚と組
織人・企業人として働くということの確固たる意識を保
持することが必要であることは言うに及ばない。
　今回の調査結果から感じたことは，女性の職業意識に
は相当の甘さがあるということである。
　この原因として，結婚が大きなウェートを占めている
ことがわかった。
　多くの企業は，女子職員に対して，長期間の勤務を望
んでいるにも拘わらず，「結婚するまで」（36．4％），「子
供が生まれるまで」（17．8％），「経済的に安定するまで」
（11．0％），と女子職員は答えている。これらの女性は，
総計で65．2％にも達している。近年，女性の経済的自立
志向，生きがい志向が大変強くなってきて，それがあた
かも現代女性の特徴でもあるかのように言われている
が，いまだ現実には「男は仕事，女は家庭」という考え
方が，根強く残っていると言えよう。
　また，女子職員の退職理由の中で，「結婚」　（63％）
が最も多いということは，少なからず職場を結婚するま
での腰かけ的感覚で捉えているからであろう。このよう
な女性の職業人としての意識，つまりプロ意識の欠如
が，女性の地位向上を妨げている原因の1つとして考え
られようが，四角四面にそうとばかりは断定できない面
もある。
　「結婚」「出産」「育児」，これは，女性のみならず，
社会的にも大切な営みであるからである。
　企業側は，女子職員を採用する際に，何にポイントを
置いているかというと，「専門知識」や「技能」より
も，「明朗さ」，「健康」，「素直さ」であった。これら
のことは，働く上で専門知識や技能よりも，女性特有の
資質的な面に重点が置かれているということである。そ
れ故に，この点から言えば，企業側が女子職員の能力・
適性を，総じて一般事務職や窓口業務等に置いている点
は，ある程度うなずける。
　一方，女子職員は，「仕事面でどのような点において
男女差を感じるか」という質問に対して，「仕事内容」
（33％），「給与」　（21％），「昇任」　（16％）と答えてい
る。
　また、半数以上の者が現在の仕事に不満を持ってお
り，その理由として，「やりがいが感じられない」，「給
料・待遇が悪い」，「能力・実力が発揮できない」等をあ
げている。しかし，組織の一員としての責任と自覚もな
く，また，仕事に取り組むという姿勢や心構えもなく，
肝心なところで女性の甘えが出てしまうのでは，企業側
もそれ相応の責任ある仕事を任せるわけにはゆかない。
それに，女子職員の多くの不満だけを前面に出してしま
えば，さらに欲求ばかりが先行してしまうということに
なる。
　企業側が「働く女性に望むこと」は，「今の仕事に不
満だけを言うのではなく，仕事に対する積極性・向上心’
を持ってほしい」，「物事を感情でとらえず，寛容な心で
客観的な見方ができれば，より一層女性の職場における
評価が高まってくる」，「男女間に待遇上の違いはない
が，仕事の上で特性の差があることを理解してほしい」
などというものであった。
　今後，女子職員は，次のようなことに留意する必要が
あるのではなかろうか。第一に，少なくとも入社してか
ら5年以上は勤務することを目標としたい。徐々に勤続
年数は長くなりつつあるが，女性はすぐにやめてしまう
という企業側の固定観念やイメージが，職業人として
の，女性の価値を低下させていることは事実である。こ
の問題を解決しない限り，女性の地位向上は望めない。
女性も企業の戦力として十分役立つことを，企業側に認
識させることが今後の課題であると思われる。第二に，
職場に入ってからも，勉強を続け，向上心を失なわない
努力が必要である。例えば，語学の習得，コンピュータ
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一，ワード・プロセッサー－1＃のOA機器の操作，速記，
簿記等の実務技能の習得が特に必須条件とされよう。第
三に，権利だけを主張するのではなくて，責任も果たす
こと。待遇上の男女平等を欲するならば，女性の働き方
も，それにふさわしいものでなければならない。女性が
男性と対等に評価されるためには，働く女性一人一人
が，それに見合った自覚と能力を持ち，業務に意欲的に
取り組むことである。そして，女性の特性を職場の中で
発揮しながら，職業人としての自立を目指してゆくこと
だと思う。
　多くの企業があげている障害は，女性の「勤続年数が
短いために，長期的な人員計画に組み入れにくいこと」
である。せっかく教育をして，一人前に育てても，すぐ
に退職されることが，企業にとって余程頭の痛いところ
のようである。
　それに，もう一つ考慮に入れておかなければならない
ことは，上下の関係から成り立つ組織を維持するのも，
それを動かすのも，組織のそれぞれのポジションで仕事
を分担している個々人であるということである。
　また，労使関係においても，双方が同じ方向を目指さ
なければ，組織は効率的に動かない。その組織の効率を
高めるためにも，普段から意思の疎通を図り，相互理解
を深めてゆく努力が不可欠になってくることは論を侯た
ない。
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本文中に，引用箇
　　「職場における女子職員の意識に関する実態調査
　　の考察」
　　AStudy　on　Field　Work　abou七Working
　　Women’s　Views　on　Conditions　at　the　O伍ce
　　or　in　the　Workplace．
　　　　　　　　　　　　　Isamu，　NAKASAKO
　　　　　　　　　　R6sum6
Six　years　have　now　passed　since　the　Law　for　Equal
Employmθnt　Opportunities　for　Women　was　passed
in　1986．　Women　now　have　much　better　socioecono－
mic　conditions　than　previously．　Such　advances　have
been　achieved　very　ouickly．　This丘eld　study　was
under　taken　to　assess　women’s　views　abou七these
changes．　A　number　of　correlated　areas　was　can－
vassed　and　included　working　condi七ions，　human
relations，　type　of　business　worked　in，　marriage
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while　in　employment　and　ideas　on　how　business
could　be　improved．　Are　women　given　equal　status
jobs　commensurate　with　men　workers　of　similar
aualifications　and　experience？　Is　their　capacity　and
ap七itude　being　fully　utilized？　The　survey　gives
a insight　in七〇　the　present　situation　of　women
workers　under　the　equal　employment　opportunity
law　over　a　range　of　industries　and　workplaces．　It
also　describes　the　aspirations　and　realities　of　wo－
men　in七h 　workforce．
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女子職員用
A　職業観について
1．あなたが就職された動機・理由は何ですか？
　　a　経済面から
　　b　自分の特技を生かすため
　　c　社会に出ていろいろな勉強をするため
　　d　配偶者を見つけるため
　　e　先生・知人にすすめられて
　　f　両親にすすめられて
　　9　まわりの者が就職したから
　　h　その他（　　　　　　　　　）
2．あなたが現在の職場を選ばれた理由は何ですか？
　　a　この職場は世間的に社会的地位が高いと見られ
　　　ているから
　　b　給料・待遇が良いから
　　c　先生・知人にすすめられて
　　d　以前からこの職場に憧れていたから
　　e　自分の特技を生かすため
　　f　将来性のある職場だと思ったから
　　9　職種が適しているから
　　h　両親にすすめられて
　　i他に適当なところがなかったので
　　j　その他（　　　　　　　　　）
　3．あなたはこの職場で働きはじめて何年になられま
　　すか？
　　a　1年未満　　　　　　b　1年以上2年未満
　　c　2年以上3年未満　　d　3年以上4年未満
　　e　4年以上5年未満　　f　5年以上
　4．あなたはいつまでこの仕事を続けるおつもりです
　　か？
　　a　定年まで　　　　　　b　結婚するまで
　　c　子供が生まれるまで
　　d　家事・育児のため一旦やめ，再就職したい
　　e　経済的に安定するまで
　　f　すぐにでもやめたい
　　9　その他（　　　　　　　　　　）
　5．就職前と後でこの職場のイメージはかわりました
　　か？
　　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　　はいと答えられた方にお聞きします。どう変わられ
　　ましたか？
　　a　思ったより仕事が楽であった
　　b　思ったより仕事がきつかった
　　c　雰囲気が明るかった　d　雰囲気が暗かった
　　e　その他（　　　　　　　　　）
6．あなたのこの職場における生きがいは何ですか？
　　　　　　　　　　　記入者年齢（　　）歳
　　a　社会に貢献している　b　仕事そのもの
　　c　貯蓄
　　d　人との交流が得られる
　　e　その他（　　　　　　　　　　）
B　仕事について
1．あなたはどのセクション（部門）に所属しておら
　　れますか？
　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
2．あなたは現在の仕事に満足しておられますか？
　　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　　いいえと答えられた方にお聞きします。その理由は
　　何ですか？
　　a　給与・待遇が悪いから
　　b　仕事がきついから
　　c　自分の性格に合っていないから
　　d　人間関係がむずかしいから
　　e　やりがいが感じられないから
　　f　その他（　　　　　　　　　　）
3．あなたは職場で正しく評価され，能力や実力が発
　　揮できていると思いますか？
　　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
4．あなたは能力や実力を，どのように評価されてい
　　ると思いますか？
　　a　男性と同等　　b　雑用程度　　c　一般事務
　　d　受付　　　　　e　職場の花　　f　補助的
　　9　電話番
　　h　その他（　　　　　　　　　）
5．学生時代に学んだことで何が役立っていますか？
　　a　取得した資格　　　　b　専攻した科目
　　c　所属していた学部・学科
　　d　各種サークル　　　　e　別に役立っていない
　　f　その他（　　　　　　　　　　）
6．あなたが取得している資格は何ですか？
　　a　実用英語検定　　　　b　秘書検定
　　c　簿記検定　　　　　　d　ワープロ検定
　　e　ペン字検定　　　　　f　珠算検定
　　9　その他（　　　　　　　　　　）
　　何が一一ts役立っていらっしゃいますか？
　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
7．既婚者の方にお聞きします。
　　家事と職場の仕事を両立していらっしゃいますか？
　　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　　いいえと答えられた方にお聞きします。両立できな
　　い理由は何ですか？
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　　a　育児が大変だから　　b　家事が忙しいから
　　c　残業が多いから
　　d　夫や家族の職場の仕事に対する理解がないから
　　e　その他（　　　　　　　　　　）
C　人間関係について
1．人間関係についてお聞きします。
　　（1）上司の方と
　　　a　うまくいっている　b　うまくいっていない
　　　c　普通
　　　「うまくいっていない」場合の理由をお聞かせく
　　　ださい。
　　　（　　　　　　　　　　　　　）
　　②先輩の方と
　　　a　うまくいっている　b　うまくいっていない
　　　c　普通
　　　「うまくいっていない」場合の理由をお聞かせく
　　　ださい。
　　　（　　　　　　　　　　　　　）
　　（3）同僚の方と
　　　a　うまくいっている　b　うまくいっていない
　　　c　普通
　　　「うまくいっていない」場合の理由をお聞かせく
　　　ださい。
　　　（　　　　　　　　　　　　　）
2．あなたは上司・先輩にひどく叱られたり，注意さ
　　れたことがありますか？
　　a　ある　　b　ない　　c　わからない
　　「ある」と答えられた方にお聞きします。それはど
　　うしてですか？
　　a　仕事上でミスがあったから
　　b　立居振舞iに問題があったから
　　c　個人的な面で　　　　d　理由がわからない
　　e　その他（　　　　　　　　　）
D　労働条件について
1．あなたの最終学歴をお書き下さい。
　　a　高卒　　　b　各種の専門学校卒
　　c　短大卒　　d　大卒　　　e　大学院卒
　　f　その他
2．あなたは今の給与に満足されていますか？
　　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　　「いいえ」と答えられた方にお聞きします。それは
　　何故ですか？
　　a　昇給力沙ないから
　　b　ボーナスが少ないから
　　c　セクションによって差があるから
　　d　男女の差があるから
　　e　その他（　　　　　　　　　）
3．あなたは通勤が負担だと思っていらっしゃいます
　　か？
　　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　　「はい」と答えられた方にお聞きします。それは何
　故ですか？
　　a　通勤に時間がかかりすぎるため
　　b　ラッシュが苦痛なため
　　c　交通費の支給額に不満があるため
　　d　その他（　　　　　　　　　）
4．仕事の面でどのような点において男女の差を大き
　　く感じるか選んで下さい。
　　a　給与　　　b　仕事の内容　　c　昇級
　　d　昇任　　　e　労働時間　　　f　ない
5．転職を考えておられますか？
　　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　　「はい」と答えられた方にお聞きします。それは何
　故ですか？
　　a　今の仕事よりやりがいのある仕事ができるか
　　　ら。
　　b　今の仕事が不満だから。
　　c　職場の対人関係がうまくいかないから。
　　d　自分の能力が正しく評価されていないと思うか
　　　ら。
　　e　給与が今の職場より高いから。
　　f　その他（　　　　　　　　　）
E　結婚観について
1．あなたは既婚ですか。未婚ですか？
　　a　既婚　　　　　　　b　未婚
2．既婚の方にお尋ねします。何歳の時に結婚されま
　　したか？
　　（　　）才
3．あなたは職場内結婚ですか。職場外結婚ですか？
　　a　職場内　　　　　　　b　職場外
4．未婚の方にお尋ねします。
　（1）何才位で結婚したいと思われますか？
　　　（　　）才
　②　位結婚される場合，見合と恋愛のどちらを望ま
　　れますか？
　　　a　見合　　　　　　b　恋愛
　（3｝結婚相手を選ばれる場合どこに基準をおかれま
　　すか？
　　　a　容姿　　b　収入　　c　性格　　d　職業
　　　e　将来性　f　健康　　9　学歴
　　　h　大学名　i　家柄　　1　家族構成
　　　k　その他（　　　　　　　　）
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5．職場結婚をどう思われますか？
　a　好ましい　　　　　　b　好ましくない
　c　こだわらない
　d　その他（　　　　　　　　　）
　「好ましくない」と答えられた方にお聞きします。
　その理由は何ですか？
　a　なれ合いになるから。
　b　職場のことを知りすぎているから。
　c　人間関係が狭くなるから。
　d　職場結婚をした場合，配属換えや解雇される可
　　能性があるから。
　e　その他（　　　　　　　　　）
F　その他
1．　どのような趣味に関心をお持ちですか？
???スポーツ読書
芸術鑑賞
ドライブ
ショツピング
その他（
????旅行
映画・音楽鑑賞
料理・グルメ
習い事
）
2．趣味の時間にどれくらい費やしていますか？
　a　O～30分　　　　　　b　30分～1時間以内
　c　1時間～1時間半　　d　1時間半～2時間
　e　2時間以上
3．健康面でどのような点に一番留意していますか？
　a　睡眠時間　　　　　　b　食事
　c　ストレスをためないようにする
　d　スポーツ
　e　その他（　　　　　　　　　）
4．休日はどのように過ごしていますか？
　a　スポーッ　　　　　　b　ショッピング
　c　趣味・習い事　　　　d　休養
　e　その他（　　　　　　　　　）
5．今一番取り組んでみたいことは何ですか？
　a　スポーツ・レジャー　b　ショッピング
　c　趣味・習い事　　　　d　読書
　e　勉学　　　　　　　f　休養
　9　その他（　　　　　　　　　　）
6．学生時代にやっておけばよかったと思うことは何
　ですか？
??学校以外での勉学あそび
海外旅行
その他（
書
行
愛
読
旅
恋
??
）
以　　上
一調査にご協力いただきありがとうございました一
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人事担当者用
A
　1．貴社の全職員及び女性職員の人数をお書き下さ
　　い。
　　　　全職員数（　　　　）人
　　　　女性職員数（　　　　）人
　　oそのうち管理職の人数はどのくらいでしょうか。
　　　　男　　性　（　　　　）人
　　　　女　　性　（　　　　）人
　2．貴社の職員の平均年齢は何歳ですか。
　　　　男　　性　（　　　　）歳
　　　　女　　性　（　　　　）歳
3．理時点での貴社の女性職員及び男性職員の勤続年
　数は何年なのか，その人数をお書き下さい。
　　男性職員　1年以内（
　　　　　　　3年〃　（
　　　　　　　5年〃　（
　　　　　　10年〃　（
　　　　　　15年〃　（
　　　　　　20年〃　（
　　　　　　25年〃　（
　　　　　　30年〃　（
　　　　　　それ以上（
　　女性職員　1年以内（
　　　　　　　3年〃　（
　　　　　　　5年〃　（
　　　　　　10年〃　（
　　　　　　15年〃　（
　　　　　　20年〃　（
　　　　　　25年〃　（
　　　　　　30年〃　（
　　　　　　それ以上（
??
　昇進しますか。
　　　男性職員　（
　　　女性職員　（
??
　か。
　　男性　高等学校卒
　　　　四年制大学卒
　　　　大学院卒
　　　　旧制専門学校卒
　　　　その他
　　女性　高等学校卒
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女性職員及び男性職員は，入社後平均何年目位に
　　　　　　　　　　　）年目位
　　　　　　　　　　　）年目位
貴社の職員の学歴構成はどのようになっています
　　 　　　　　　　　　　　（　　　）人
　　各種・専修（専門）学校卒（　　　）人
　　　　　　　　　　　　（　　　）人
　　　　　　　　　　　　（　　　）人
　　　　　　　　　　　　（　　　）人
　　　　　　　　　　　　（　　　）人
　　 　　　　　　　　　　　（　　　）人
　　各種・専修（専門）学校卒（　　　）人
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　　　　　短期大学卒　　　　　　　　（　　　）人
　　　　　四年制大学卒　　　　　　（　　　）人
　　　　　大学院卒　　　　　　　（　　　）人
　　　　　旧制専門学校卒　　　　　　（　　　）人
　　　　　その他　　　　　　　　　（　　　）人
6．各学歴ごとについての職員の平均勤続年数はどれ
　位ですか。
　　男性　高等学校卒　　　　　　　（　　　）年
　　　　　各種・専修（専門）学校卒（　　　　）年
　　　　　四年制大学卒　　　　　　（　　　）年
　　　　　大学院卒修了　　　　　　（　　　）年
　　　　　旧制専門学校卒　　　　　（　　　）年
　　　　　その他　　　　　　　　（　　　）年
　　女性　高等学校卒　　　　　　　　（　　　　）年
　　　　　各種・専修（専門）学校卒（　　　　）年
　　　　　短期大学卒　　　　　　　（　　　）年
　　　　　四年制大学卒　　　　　　（　　　）年
　　　　　大学院卒修了　　　　　　（　　　）年
　　　　　旧制専門学校卒　　　　　（　　　）年
　　　　　その他　　　　　　　　（　　　）年
B
1．女性職員を採用されるにあたり，どういう点をポ
　イントにしておられるか，下記の記号から選んで，
　○で囲んで下さい。
　　　a健康　　　　　b専門知識
　　　c　技能　　　　　　　d　資格の有無
　　　e　明朗さ　　　　　　f　素直さ
　　9　勤続できるか　　　h　容姿
　　　i　身内の紹介　　　　　j　学校の成績
　　k　条件はない　　　　1　その他（　　）
2．女性職員を採用される際に，通勤時間について考
　慮されますか。
　　a　はい　　　　　　　　　b　いいえ
　　○はいと答えられた場合にのみ，その理由を，下記
　　の記号から選んで○で囲んで下さい。
　　①理想的な通勤時間はどのくらいであるとお考
　　　えですか。
　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）分
　　②女性職員の平均通勤時間は何分くらいです
　　　か。
　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）分
　　③自宅通勤を優先させていますか。
　　　a　はい　　　　　　b　いいえ
　　oはいと答えられた場合にのみ，その理由を下記の
　　記号から選んで，○で囲んで下さい。
　　　a　時間にルーズになるから
C　　b　何かあったときに責任が持てないから
　　c　健康を害しやすくなるから
　　d　仕事に集中できなくなるから
　　e　その他（　　　　　　　　　）
3．貴社では女性職員をどのような職種に配属してお
　られますか。多い順に5つあげて下さい。
　1．　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　2．　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　3．　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　4．　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　5．　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
4．男性職員及び女性職員の1カ月の平均残業時間は
　どれくらいですか。
　　男性職員　　　　（　，　．）時間
　　女性職員（未婚）　（　　　　）時間
　　女性職員（既婚）　（　　　　）時間
1．貴社では，未婚者と既婚者の女性の割合はどの程
　度ですか。
　　未婚者（　　　　）割
　　既婚者（　　　　）割
2．貴社では，女性職員に結婚してからも勤めてほし
　いと思われますか。
　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　oいいえ　と答えと答えられた場合，その理由を具
　　体的にお書き下さい。
　　例：結婚すると仕事に身が入らなくなるから…の
　　　　ようにお書き下さい。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3．女性職員の社内恋愛には賛成ですか。
　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　oいいえ　と答えられた場合にのみ，その理由を下
　　記の記号から選んで○で囲んで下さい。
　　a　仕事に熱中しなくなるから
　　b　華美になるから
　　c　時間外勤務を嫌がるから
　　d　仕事上のミスが多くなるから
　　e　職場の雰囲気が悪くなるから
　　f　その他（　　　　　　　　　）
4．勤続中に結婚した女性の配置転換はありますか。
　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　○はいと答えられた場合にのみ，その理由を，下
　　記の記号から選んで○で囲んで下さい。
　　a　同じ部署であるため
　　b　女性は家庭があるので，今まで通りの仕事を
　　　遂行することが困難であるため
D
E
　　c　仕事に集中できなくなるおそれがあるため
　　d　その他（　　　　　　　　　）
5．退職の理由で最も多いものは何ですか。下記の記
　号から選んで○で囲んで下さい。
男性　a　健康上
　　　c　家庭の事情
　　　e　その他（
女性　a　健康上
　　　c　結婚
　　　e　家庭の事情
　　　9　その他（
年
職）???）
定
転????
?）???
????
1．貴社には，独自の社員教育制度はおありですか。
　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　Oはい　と答えられた場合，どのような内容なの
　　か，その内容を具体的にお書き下さい。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2．四年制大学卒と短期大学卒の女性職員に対する待
　遇上の違いはありますか。
　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　oはい　と答えられた場合にのみその違いを，下記
　　の記号から選んで○で囲んで下さい。
　　a　給与　　　　　　b　仕事の内容とその程度
　　c　昇給　　　　　　d　昇進
　　e　四大卒の女性のみ総合職につける
　　f　その他（　　　　　　　　　）
3．貴社には女性職員のための特別待遇制度はおあり
　ですか。もしあれば具体的にお書き下さい。
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
1．貴社では仕事の面において男女差があると思われ
　ますか。
　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　oはい　と答えられた場合，どのような面で具体的
　　なさがおありなのかお書き下さい。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2．貴社では女性の能力及び適性をどのように評価し
　ておられますか。
　a　雑用程度　　b　一般事務　　c　受付
　d　職場の花　　e　男性と同等
　f　その他（　　　　　　　　　　）
3．貴社では，能力のある女性職員にたいして昇進な
　どの機会を与えておられますか。
　a　はい　　　　　　　　b　いいえ
　oはい　と答えられた場合，具体的な基準と方法等
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Fをお書き下さい。（ ）
1．貴社には女性秘書は何人いらっしゃいますか。
　（　　　　）人
　o秘書課・秘書室への配属はどのような点に重きを
　　おいて決めておられますか。
　　a　本人の希望
　　b　秘書にふさわしい資格を持っている
　　c　学歴が高い　　　　　　d　人格重視
　　e　適性がある　　　　　　f　機転がきく
　　9　判断力が優れている　　h　明朗である
　　i　信頼性がある
　　　j　その他（　　　　　　　　）
　　○どのような資格が必要だと思われまか。下記の記
　　　号から選んで，○で囲んで下さい。
　　　a　秘書検定　　　　　b　ペン字検定
　　　c　英語検定　　　　　d　ワープロ検定
　　　e　コンピュータ関係の検定
　　　f　簿記検定　　　　　9　珠算検定
　　　h　その他（　　　　　　　　）
　2．今後，職場において働く女性に，何か望まれるこ
　　とがおありでしたら，お書き下さい。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
一ご多用の折，ご協力を賜りましてありがとうございました。衷心より深く厚く御礼申し上げます。一
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